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献
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建
設
産
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２
０
２
５
年

夏
の
夜
空
に
華
開
く
大
輪
の
花
火

－

。

８
月
２
日
㈯
に
は
古
河
花
火
大
会
が
開
か
れ
る
。

目
玉
の
三
尺
玉
は
合
併
20
周
年
を
記
念
し
た
特
別

プ
ロ
グ
ラ
ム
と
フ
ィ
ナ
ー
レ
の
ラ
ス
ト
を
飾
る
。
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ま
ち
を
彩
り

　
　
　
　
未
来
を
築
く

＊花火に一部合成を加えております。
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　気候変動により激甚化・頻発化する自然災害や、インフラの老朽
化が叫ばれる中、安心・安全の確保のため、その最前線で活躍して
いるのが地域建設産業。災害対応や社会資本整備のみならず、地域
の発展や活性化、経済活動と雇用を支えるため、さまざまな場面で
地域社会に貢献する役割を担っている。

地
域
の
守
り
手

使
命
果
た
す
さまざまな場面で地域社会に貢献



夏季特別号 （４）日本工業経済新聞（昭和41年12月14日第三種郵便物認可） 2025年（令和7年）7月31日（木曜日）

2025年
盛夏

中
﨑
薫

　
　
所
長
に
聞
く

「
常
陸
川
大
橋
」
と
し
て
利
用
す
る
こ

と
が
多
い
。
だ
が
、
元
々
は
点
検
や
修

繕
の
た
め
に
設
け
ら
れ
た
管
理
用
道
路

で
あ
り
、
完
成
時
か
ら
一
般
の
利
用
に

供
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。

71
年
の
利
根
川
河
口
堰
完
成
に
よ

り
、
県
道
息
栖
東
庄
線
と
し
て
供
用
開

始
。
74
年
度
か
ら
は
県
道
谷
原
息
栖
東

庄
線
と
し
て
、
千
葉
県
と
の
行
き
来
が

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
経
緯
が

あ
る
。
現
在
は
国
か
ら
の
占
用
許
可
を

得
て
、
県
潮
来
土
木
事
務
所
が
道
路
を

管
理
し
て
い
る
。
橋
梁
部
の
修
繕
工
事

で
、
魚
類
な
ど
の
生
育
に
対
す
る
影
響

が
懸
念
さ
れ
た
。
２
０
０
３
年
以
降
、

学
識
経
験
者
や
関
係
行
政
機
関
等
で
構

成
す
る
検
討
会
を
開
き
、
魚
道
設
置
の

た
め
の
調
査
・
検
討
を
実
施
。
東
京
建

設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
が
詳
細
設
計
、
岩

田
地
崎
建
設
が
設
置
工
事
を
手
掛
け
、

10
年
６
月
に
緩
勾
配
形
式
の
魚
道
が
完

成
し
た
。

近
年
の
大
規
模
な
河
川
管
理
施
設
の

整
備
に
お
い
て
は
、
あ
ら
か
じ
め
環
境

へ
の
配
慮
が
計
画
に
組
み
込
ま
れ
て
い

る
場
合
が
多
い
。「
水
を
防
ぐ
」
水
門

の
脇
に
「
魚
（
水
）
を
通
す
」
魚
道
を

後
付
け
で
設
置
す
る
ケ
ー
ス
は
珍
し

く
、
本
整
備
は
難
易
度
に
比
し
て
迅
速

な
対
応
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。

魚
道
は
魚
道
水
路
と
呼
び
水
水
路
か

ら
な
る
。
上
流
側
に
は
水
位
に
応
じ
て

高
さ
の
異
な
る
３
カ
所
の
魚
道
出
口
を

設
け
、
遊
泳
力
の
弱
い
小
型
魚
や
エ

ビ
・
カ
ニ
類
の
遡
上
が
容
易
く
な
っ
て

い
る
。

一
方
で
、
既
存
の
水
門
の
役
割
で
あ

る
洪
水
防
止
、
塩
害
防
止
に
影
響
を
与

え
な
い
た
め
の
工
夫
も
。
第
一
の
目
的

で
あ
る
治
水
機
能
を
損
ね
な
い
よ
う
、

護
岸
の
整
備
を
実
施
。
魚
道
内
の
塩
分

遡
上
防
止
ゲ
ー
ト
の
設
置
は
全
国
初
と

な
る
。
19
年
に
は
非
常
時
の
安
全
性
確

け
れ
ば
閘
門
を
通
る
船
が
見
ら
れ
る
か

も
し
れ
な
い
。

　
　
【
魚
道
で
環
境
配
慮
も
】

１
９
７
５
年
以
降
、
農
業
用
水
、
上

水
お
よ
び
工
業
用
水
の
安
定
的
な
利
用

や
塩
水
の
遡
上
を
防
止
す
る
た
め
、
水

門
の
閉
鎖
時
間
が
長
く
な
っ
た
こ
と

施
設
規
模
に
比
し
て
４
年
３
カ
月
と

い
う
短
期
間
で
完
成
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
当
時
の
苦
労
が
し
の
ば
れ
る
。
中

﨑
所
長
は
「
当
時
は
朝
か
ら
晩
ま
で

作
業
す
る
の
が
当
た
り
前
だ
っ
た
時

代
。
今
で
は
こ
こ
ま
で
短
い
工
期
で
は

と
て
も
完
成
で
き
な
い
」
と
、
建
設
に

携
わ
っ
た
人
々
の
努
力
に
思
い
を
は
せ

る
。

　
　
【
県
道
と
し
て
の
利
用
】

普
段
、
私
た
ち
は
常
陸
川
水
門
を

霞
ヶ
浦
河
川
事
務
所

霞
ヶ
浦
流
域
の
暮
ら
し
を
守
る
「
逆
水

門
」
こ
と
常
陸
川
水
門
。
流
域
に
降
っ
た
雨
は
、
56
の
支
川
か

ら
霞
ヶ
浦
に
流
れ
込
み
、
た
だ
１
つ
の
出
口
で
あ
る
常
陸
川
水

門
を
通
っ
て
利
根
川
に
注
ぐ
。
霞
ヶ
浦
の
水
は
飲
み
水
だ
け
で

な
く
農
業
用
水
、
工
業
用
水
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
。

今
年
で
62
歳
を
迎
え
る
常
陸
川
水
門
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
仕
組

み
に
よ
り
流
域
お
よ
び
首
都
圏
の
安
全
と
環
境
を
守
っ
て
い

る
。
常
陸
川
水
門
を
構
成
す
る
設
備
の
概
要
や
そ
れ
ぞ
れ
が
果

た
す
役
割
に
つ
い
て
、
国
土
交
通
省
関
東
地
方
整
備
局
霞
ヶ
浦

河
川
事
務
所
の
中
﨑
薫
所
長
に
話
を
聞
い
た
。

《水門の概要》
位 置 神栖市太田地先
工 期 1959年 2月着手、63年 5月完成
事 業 費 約18億円
ゲ ー ト 形 式 鋼製鋼桁ローラーゲート
径 間・ 門 数 28.5 ｍ、8門
門 扉 天 端 高 Ｙ．Ｐ．＋3350ｍ
門 扉 敷 高 Ｙ．Ｐ．－3300ｍ
開 閉 装 置 電動式ワイヤーロープ両端巻揚式
出 力・ 台 数 15kW・8台
引 上 揚 程 8.15 ｍ
開 閉 速 度 0.15 ｍ／ｍｉｎ
操 作 方 式 遠方操作
※Ｙ．Ｐ．＝YedogawaPeil の略。利根川や霞ヶ浦などの水
位を測る時の基準となる堀江水位観測所（千葉県浦安市）の水
位標0ｍを基準とした水面の高さを表す記号である。通常、地
面の標高を表す時に基準とするのは、東京湾の高さを基準とし
たＴ．Ｐ．（TokyoPeil）が使われるが、霞ヶ浦の河川整備等には、
Ｙ．Ｐ .（Ｔ . Ｐ . － 0.8402ｍ）の表示を使用している。

《建設時の様子》

小閘門

除塩装置

貯塩水槽

除塩ポンプ

大閘門
小閘門

（小型船舶用）
大閘門

（大型船舶用）

1.0㎥/s（0.5㎥/s×2台）の
排水能力を持ち、塩分濃度セ
ンターが塩分を感知すると
自動的に運転を開始します。

船が閘門を通航したときに流
入する塩分を溜め、除塩ポンプ
により下流側へ排水します。

《付属設備（大閘門・小閘門・除塩施設）》

常陸川魚道水路

呼び水水路

常陸川水門

《2010年6月に完成した魚道》

県
道
と
し
て
の
利
用

魚
道
で
環
境
配
慮
も

は
県
の
仕
事
だ
。

　
　
【
大
小
閘
門
と
除
塩
施
設
】

常
陸
川
水
門
の
左
岸
に
は
大
小
２
つ

の
船
通
し
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
閘
門

と
呼
ば
れ
る
施
設
で
、
ゲ
ー
ト
内
の
水

位
を
調
節
す
る
こ
と
で
水
位
の
異
な
る

水
門
の
内
外
を
船
が
航
行
で
き
る
よ
う

に
す
る
も
の
。
大
閘
門
は
水
門
建
設
と

併
せ
て
設
置
。
小
型
船
舶
用
の
小
閘
門

に
つ
い
て
は
、
霞
ヶ
浦
開
発
事
業
の
運

用
に
伴
い
設
置
さ
れ
た
。

大
小
閘
門
と
除
塩
施
設

保
の
た
め
、
ゲ
ー
ト
の
二
重
化
と
遠
隔

操
作
設
備
の
増
設
を
行
っ
た
。

魚
道
完
成
後
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査

で
効
果
的
な
操
作
方
法
を
検
討
し
た
結

果
、
上
下
流
の
水
位
差
が
無
く
な
っ
た

時
に
ゲ
ー
ト
を
閉
鎖
す
る
運
用
に
変

更
。
22
年
か
ら
は
魚
道
の
本
格
運
用
を

開
始
し
、
よ
り
多
く
の
魚
類
の
遡
上
効

果
が
確
認
で
き
て
い
る
。

【
こ
れ
か
ら
も
住
民
を

守
る
た
め
に
】

洪
水
や
塩
害
に
よ
る
被
害
の
発
生
を

未
然
に
防
い
で
い
る
常
陸
川
水
門
。
通

常
時
に
は
水
運
用
の
た
め
の
管
理
を

行
っ
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
霞
ヶ
浦
の

多
様
な
生
物
の
生
息
環
境
の
保
全
に
も

役
立
っ
て
い
る
。
一
方
、
建
設
か
ら
年

数
が
経
過
し
、
施
設
の
老
朽
化
や
塩
害

に
よ
る
損
傷
が
見
ら
れ
る
状
況
だ
。

改
築
に
向
け
て
は
、
24
年
度
に
対
策

検
討
を
実
施
。
本
年
度
は
改
築
計
画
の

検
討
も
進
め
る
。「
ま
ず
は
維
持
管
理

に
よ
る
延
命
化
を
し
っ
か
り
行
い
、
住

民
の
暮
ら
し
を
守
っ
て
い
く
こ
と
が
重

要
」
と
中
﨑
所
長
。「
関
係
機
関
と
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
密
に
し
て
、

事
業
を
進
め
て
い
き
た
い
」
と
、
意
気

込
み
を
語
っ
た
。

こ
れ
か
ら
も
住
民
を
守

る
た
め
に

が
位
置
付
け
ら
れ
た
。
干
ば
つ
に
よ
る

塩
害
被
害
の
防
止
目
的
を
加
え
、
63
年

５
月
に
水
門
が
完
成
。

水
門
は
常
陸
利
根
川
と
利
根
川
本
川

の
合
流
部
、
利
根
川
河
口
か
ら
18
・
５

㎞
地
点
に
建
設
。
ゲ
ー
ト
は
全
８
門
か

ら
な
り
、
全
幅
約
２
７
０
ｍ
、
川
底
か

ら
操
作
室
屋
上
ま
で
の
高
さ
は
約
20
ｍ

と
な
る
。
土
木
構
造
物
関
係
は
主
に
熊

谷
組
、
機
械
設
備
関
係
は
大
島
工
業

（
現
・
豊
国
工
業
）
が
手
掛
け
た
。

除
塩
施
設
だ
。
通
航
時
の
塩
分
流
入
を

低
減
す
る
た
め
の
装
置
で
、
貯
塩
水
槽

内
に
貯
ま
っ
た
塩
水
を
除
塩
ポ
ン
プ
に

よ
り
水
門
下
流
側
へ
排
出
す
る
機
能
を

持
つ
。

２
０
２
４
年
度
の
通
航
量
は
１
１
９

８
隻
（
大
閘
門
４
７
８
隻
、
小
閘
門
７

２
０
隻
）。
水
門
の
上
流
側
に
台
船
基

地
を
持
つ
建
設
業
者
も
い
る
。
運
が
良

水
門
は
完
成
以
来
、
通
常
時
は
開
放

し
、
逆
流
の
恐
れ
が
あ
る
時
の
み
閉
鎖

す
る
運
用
で
あ
っ
た
。
洪
水
や
塩
害
か

ら
暮
ら
し
を
守
り
、
農
業
用
水
を
は
じ

め
と
す
る
水
資
源
の
需
要
増
大
に
対
応

し
、
安
定
的
な
水
利
用
を
図
る
こ
と
を

目
的
に
、
68
年
に
霞
ヶ
浦
開
発
事
業
に

着
手
。

小
閘
門
と
併
せ
て
整
備
さ
れ
た
の
が

　
　
【
建
設
の
経
緯
】

利
根
川
と
霞
ヶ
浦
に
は
高
低
差
が
ほ

と
ん
ど
な
い
た
め
、
利
根
川
で
洪
水
が

発
生
す
る
と
霞
ヶ
浦
に
逆
流
し
、
湖
水

位
の
上
昇
が
起
き
る
。
度
重
な
る
洪
水

被
害
を
受
け
て
、
１
９
４
９
年
に
「
利

根
川
改
修
改
訂
計
画
」
を
決
定
。
同
計

画
に
お
い
て
、
常
陸
利
根
川
の
浚
渫
・

引
堤
と
合
わ
せ
て
常
陸
川
水
門
の
設
置

常
陸
川
水
門
大
解
剖
!!

建
設
の
経
緯
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駐
機
場
に
進
入
す
る
た
め
、
出

発
機
は
、
接
触
防
止
の
た
め
駐

機
場
に
て
待
機
し
な
く
て
は
な

ら
ず
遅
延
が
発
生
。
２
本
目
の

取
付
誘
導
路
を
整
備
す
る
こ
と

で
、
出
発
機
と
到
着
機
の
動
線

が
分
離
さ
れ
、
出
発
機
は
到
着

機
に
影
響
さ
れ
ず
出
発
が
可
能

と
な
り
遅
延
を
縮
減
で
き
る
。

取
付
誘
導
路
と
平
行
し
て
５

年
以
内
を
目
標
に
エ
プ
ロ
ン
拡

張
と
平
行
誘
導
路
の
一
部
の
整

備
に
も
着
手
す
る
。
１
時
間
当

た
り
８
便
以
上
が
具
現
化
し
て

き
た
段
階
（
１
時
間
当
た
り
６

〜
７
便
）
で
全
体
を
整
備
す
る

な
ど
、
将
来
を
先
読
み
し
な
が

ら
、
需
要
に
対
応
で
き
る
よ

う
、
速
や
か
に
段
階
的
な
整
備

を
進
め
る
。

旅
客
需
要
増
加
に
対
応

タ
ー
ミ
ナ
ル
を
機
能
強
化

タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
に
つ
い
て

は
今
後
、
増
加
す
る
航
空
需
要

に
対
応
す
る
た
め
、
容
量
拡
大

や
機
能
強
化
を
図
り
、
保
安
検

査
場
、
待
合
室
や
手
荷
物
受
取

所
等
を
増
設
・
自
動
化
し
受
入

れ
能
力
を
向
上
さ
せ
る
必
要
が

あ
る
。
国
内
線
・
国
際
線
そ
れ

ぞ
れ
２
便
以
上
の
旅
客
に
対
応

す
る
た
め
、
保
安
検
査
場
の

検
査
レ
ー
ン
増
設
、
待
合
室

の
収
用
面
積
の
確
保
の
ほ
か
、

チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
カ
ウ
ン
タ
ー
、

手
荷
受
取
場
を
増
設
・
自
動
化

し
、
受
け
入
れ
能
力
の
向
上
を

間
に
国
内
・
国
外
線
そ
れ
ぞ
れ

最
大
１
便
の
受
け
入
れ
を
前
提

と
し
て
い
る
。
開
港
か
ら
15
年

を
迎
え
、
本
県
の
み
な
ら
ず
、

周
辺
各
県
の
航
空
需
要
に
対
応

し
、
観
光
や
ビ
ジ
ネ
ス
等
の
経

済
活
動
、
各
国
姉
妹
都
市
と
の

国
際
交
流
や
人
々
の
生
活
を
支

え
る
必
要
不
可
欠
な
空
港
と
し

て
成
長
。
23
年
10
月
の
受
け
入

れ
緩
和
に
よ
り
、
現
在
は
１
時

間
に
１
便
以
上
の
離
着
陸
が
可

能
と
な
っ
て
い
る
。

19
年
度
に
は
年
間
利
用
者
が

約
78
万
人
と
な
り
、
10
年
の

タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
供
用
当
時
に

想
定
し
て
い
た
年
間
利
用
者
数

81
万
人
に
迫
る
。
さ
ら
に
、
国

内
線
の
就
航
機
材
は
小
型
機

（
１
３
０
席
）
を
想
定
し
て
い

た
が
、
現
在
は
Ｂ
７
３
７
（
１

７
７
席
）
が
就
航
。
１
時
間
に

国
内
・
国
際
そ
れ
ぞ
れ
最
大
１

便
の
受
け
入
れ
を
前
提
に
建
設

さ
れ
た
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
は
、

想
定
以
上
の
受
け
入
れ
を
実
施

し
て
い
る
。
２
便
以
上
が
同
時

に
離
発
着
し
た
場
合
、
保
安
検

査
場
や
待
合
室
、
チ
ェ
ッ
ク
イ

ン
カ
ウ
ン
タ
ー
の
混
雑
な
ど
の

課
題
が
生
じ
て
い
る
。

取
付
誘
導
路
は
早
期
着
手

平
行
誘
導
路
５
年
以
内
に

主
な
取
り
組
み
の
う
ち
、
旅

客
の
利
便
性
向
上
の
た
め
の
環

境
整
備
と
し
て
、
取
付
誘
導
路

の
複
線
化
に
つ
い
て
は
、
喫
緊

に
着
手
す
べ
き
取
り
組
み
と
さ

れ
る
。
直
ち
に
取
付
誘
導
路
の

増
設
に
よ
る
複
線
化
に
着
手

し
、
速
や
か
に
整
備
を
進
め
る

考
え
。
事
業
は
、
国
土
交
通
省

が
実
施
し
、
本
年
度
か
ら
予
算

化
。
工
事
を
含
め
て
２
年
程
度

か
か
る
見
通
し
。

現
在
は
、
到
着
機
が
取
付
誘

導
路
を
使
用
し
て
滑
走
路
か
ら

図
る
。
旅
客
需
要
の
増
加
に
対

応
し
な
が
ら
段
階
的
に
タ
ー
ミ

ナ
ル
ビ
ル
を
拡
張
す
る
方
針
。

立
体
駐
車
場
へ
の
再
編

有
料
化
や
予
約
制
検
討
も

駐
車
場
に
つ
い
て
は
、
現
在

６
区
分
、
合
計
約
３
６
０
０
台

の
駐
車
が
可
能
。
タ
ー
ミ
ナ
ル

ビ
ル
に
近
接
す
る
第
１
、
２
、

３
駐
車
場
へ
の
駐
車
希
望
が
多

く
、
混
雑
が
発
生
し
て
い
る
。

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
有
料
化
に

よ
る
混
雑
改
善
や
事
前
予
約
を

期
待
す
る
意
見
が
あ
り
、
タ
ー

ミ
ナ
ル
ビ
ル
に
近
接
す
る
第

１
、
２
駐
車
場
で
、
増
加
す
る

需
要
に
対
応
で
き
る
よ
う
立
体

駐
車
場
と
し
て
の
再
編
や
有
料

化
や
、
予
約
制
の
導
入
な
ど
運

用
方
法
を
検
討
し
て
い
く
。

大
型
機
対
応
へ
舗
装
圧
確
保

駐
機
場
や
給
油
施
設
拡
張
も

ま
た
、
現
在
の
滑
走
路
、
誘

導
路
や
駐
機
場
の
舗
装
は
Ｂ
７

６
７
を
対
象
に
整
備
し
て
お

り
、
大
型
機
の
就
航
ニ
ー
ズ
に

合
わ
せ
た
滑
走
路
舗
装
厚
の
確

保
も
図
る
。
同
機
以
上
の
機
材

も
円
滑
に
利
用
で
き
る
よ
う
、

就
航
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
舗
装
厚

の
確
保
。
大
型
機
が
定
期
運
航

す
る
際
に
は
、
駐
機
場
等
の
舗

装
厚
を
確
保
す
る
。

こ
の
ほ
か
、
駐
機
場
や
給
油

施
設
の
拡
張
、
脱
炭
素
化
の
取

り
組
み
と
し
て
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ

ル
や
事
務
所
施
設
の
省
エ
ネ

化
、
照
明
設
備
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
、

太
陽
光
発
電
の
導
入
、
空
港
車

両
の
Ｅ
Ｖ
化
な
ど
も
盛
り
込
ん

で
い
る
。

需
要
増
加
に
対
応
し
た
将
来

の
茨
城
空
港
の
イ
メ
ー
ジ
と
し

て
南
側
臨
時
駐
車
場
の
ス
ペ
ー

ス
を
転
用
し
、
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ

ル
や
駐
機
場
を
拡
張
・
転
用
。

減
少
し
た
駐
車
ス
ペ
ー
ス
を
補

う
た
め
、
第
１
・
第
２
駐
車

場
を
立
体
駐
車
場
と
し
て
の
再

整
備
を
想
定
す
る
。

ビ
ジ
ョ
ン
の
具
体
化
に
当

た
っ
て
の
事
業
主
体
に
つ
い
て

は
、
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
の
拡
張

は
県
開
発
公
社
も
し
く
は
そ
の

他
の
手
法
。
取
付
誘
導
路
は

国
、
駐
車
場
に
つ
い
て
は
県
が

想
定
さ
れ
、
今
後
、
そ
れ
ぞ
れ

検
討
お
よ
び
調
整
、
要
望
な
ど

が
進
め
ら
れ
る
見
通
し
。

こ
の
ほ
か
、
首
都
圏
や
近
隣

県
と
の
空
港
ア
ク
セ
ス
向
上
を

図
る
ほ
か
、
ビ
ジ
ネ
ス
ジ
ェ
ッ

ト
を
活
用
し
た
ツ
ア
ー
の
造
成

に
よ
る
新
た
な
観
光
・
ビ
ジ
ネ

ス
需
要
を
創
出
す
る
。
空
港
が

立
地
す
る
小
美
玉
市
で
は
、
茨

城
空
港
を
生
か
し
て
賑
わ
い
や

交
流
を
創
出
す
る
「
小
美
玉
市

新
ま
ち
づ
く
り
構
想
」
を
24

年
３
月
に
発
表
し
、
実
現
に

取
り
組
ん
で
い
る
。
空
の
え
き

「
そ
・
ら
・
ら
」
等
と
の
連
携

も
強
化
し
、
さ
ら
な
る
賑
わ
い

の
創
出
も
図
る
。

と
の
観
光
・
ビ
ジ
ネ
ス
や
地
域

の
に
ぎ
わ
い
の
拠
点
②
日
本
の

国
際
・
国
内
航
空
需
要
に
対
応

③
県
を
は
じ
め
周
辺
県
の
災
害

対
応
の
拠
点

－

を
提
示
し
て
い

る
。
こ
れ
ら
を
実
現
す
る
た
め

の
取
り
組
み
と
し
て
▼
国
内
外

を
つ
な
ぐ
路
線
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
拡
大
・
充
実
▼
旅
客
の
利
便

性
向
上
の
た
め
の
環
境
整
備
▼

ま
ち
づ
く
り
と
茨
城
空
港
の
連

携
強
化
▼
新
た
な
観
光
・
ビ
ジ

ネ
ス
需
要
の
創
出
▼
脱
炭
素
化

に
よ
る
持
続
可
能
な
社
会
の
実

現
▼
災
害
時
の
対
応
能
力
の
強

化

－

の
６
項
目
を
掲
げ
る
。

現
在
の
茨
城
空
港
は
年
間
81

万
人
の
利
用
を
見
込
み
、
１
時

年
間
170

万
人
利
用
目
指
す

15
年
間
で
利
用
者
倍
増
へ

将
来
ビ
ジ
ョ
ン
に
基
づ
き
円

滑
な
航
空
機
の
受
け
入
れ
や
増

加
す
る
需
要
に
対
応
す
る
た
め

に
必
要
な
取
り
組
み
を
進
め

る
。
将
来
的
な
茨
城
空
港
の
旅

客
数
目
標
と
し
て
20
年
代
に
約

１
１
０
万
人
、
30
年
代
に
は
約

１
５
０
万
人
、
40
年
代
は
約
１

７
０
万
人
を
目
指
し
、
今
後
、

約
15
年
間
で
利
用
者
を
倍
増
さ

せ
る
考
え
。

将
来
ビ
ジ
ョ
ン
で
は
、
茨
城

空
港
が
目
指
す
べ
き
姿
・
果
た

す
べ
き
役
割
と
し
て
①
国
内
外

エプロン
拡張部分
エプロン
拡張部分

貨物やビジネス
ジェットエリア
貨物やビジネス
ジェットエリア

新旅客
ターミナルビル
新旅客

ターミナルビル

第1駐車場
（立体化）
第1駐車場
（立体化）

第2駐車場
（立体化）
第2駐車場
（立体化）

現旅客
ターミナルビル
現旅客

ターミナルビル

旅客と地域住民の
交流エリア

旅客と地域住民の
交流エリア

給油エリア給油エリア
平行誘導路平行誘導路

取付誘導路
（複線化）
取付誘導路
（複線化）

将来の茨城空港イメージ（案）

■ 目標旅客数を円滑に受け入れるための取組スケジュール（イメージ）
：喫緊に着手すべき取組 ：需要を勘案し遅滞なく進める取組

短期目標
現在～2020年代後半

中期目標
2030年代

長期目標
2040年代必要な取組

1．増便及び新規路線の誘致

2．滑走路

3．誘導路

4．平行誘導路

5．駐機場

6．ターミナルビル

7．空港の運用

9．給油施設・体制

10．航空貨物

11．ビジネスジェット

12．空港アクセスの向上

13．駐車場の利便性向上

14．空港の脱炭素推進

15．災害時の対応能力の強化

8．グランドハンドリング

ニーズに応じた運用時間帯の確保など空港運
用の高度化

就航機材に対応する舗装強度の確保

取付誘導路複線化による効率化

就航機材に対応する舗装強度の確保

就航機材に対応する舗装強度の確保

平行誘導路整備による処理能力の向上

需要に対応する駐機スポット数の確保

旅客需要に対応する容量や処理能力の確保

需要に応じたグランドハンドリング体制の確保

需要に応じた給油施設・体制の確保

航空貨物の需要喚起及び必要な施設の整備

ビジネスジェットの受入れ環境の強化

ビジネスジェットを利用する富裕層の観光・
医療ツアー等の造成

就航機材の需要に応じて必要な舗装厚を確保

就航機材の需要に応じて必要な舗装厚を確保

効果の検討 乗入れ需要に応じて段階的に整備

乗入れ需要に応じた駐機数を確保乗入れ需要に応じた駐機数を確保

就航機材の需要に応じて必要な舗装厚を確保

増加する旅客需要に応じ、段階的にビルを拡張増加する旅客需要に応じ、段階的にビルを拡張

乗入れ需要や地元の意向を踏まえ、必要に応じた運用時間帯を確保

増加する乗入れ需要に対応できる体制の確保

乗入れ需要に応じた給油能力を確保

航空貨物需要を確認し、必要な施設等を確保

ニーズに応じ、受入れ環境を強化

運用方法の検討運用方法の検討 需要に応じ、段階的に駐車スペースを確保

取
付
、平
行
誘
導
路
を
整
備

タ
ー
ミ
ナ
ル
拡
張
し
機
能
強
化

年
間
170
万
人
利
用
目
指
す

15 
年
間
で
利
用
者
倍
増
へ

取
付
誘
導
路
は
早
期
着
手

平
行
誘
導
路
５
年
以
内
に

旅
客
需
要
増
加
に
対
応

タ
ー
ミ
ナ
ル
を
機
能
強
化

大
型
機
対
応
へ
舗
装
圧
確
保

駐
機
場
や
給
油
施
設
拡
張
も

立
体
駐
車
場
へ
の
再
編

有
料
化
や
予
約
制
検
討
も

首都圏第３空港目指す
茨
城
空
港
は
開
港
か
ら
15
年
を
迎
え
、

利
便
性
の
向
上
や
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
需
要

の
急
激
な
増
加
な
ど
で
、
取
り
巻
く
状
況

が
大
き
く
変
化
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
状

況
を
踏
ま
え
、
本
県
の
さ
ら
な
る
発
展
の

た
め
、
茨
城
空
港
が
今
後
、
目
指
す
べ
き

姿
、
果
た
す
べ
き
役
割
、
そ
れ
ら
を
実
現

す
る
た
め
に
必
要
な
取
り
組
み
を
「
将
来

ビ
ジ
ョ
ン
」
と
し
て
ま
と
め
た
。「
首
都

圏
第
３
の
空
港
」
を
目
指
し
て
増
加
す
る

空
港
需
要
に
対
応
す
る
た
め
の
必
要
な
取

り
組
み
で
は
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
拡
張
に
よ

る
受
け
入
れ
能
力
強
化
や
取
付
誘
導
路
の

複
線
化
と
平
行
誘
導
路
の
確
保
、
滑
走
路

舗
装
厚
の
確
保
な
ど
を
盛
り
込
む
。
２
０

２
０
年
代
後
半
ま
で
に
取
付
誘
導
路
の
複

線
化
や
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
の
処
理
能
力
の

確
保
に
着
手
す
る
ほ
か
、
駐
車
場
の
利
便

性
向
上
に
つ
い
て
も
、
需
要
を
見
な
が
ら

立
体
化
や
有
料
化
な
ど
運
用
方
法
を
検
討

し
、
段
階
的
に
駐
車
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
を

図
る
見
通
し
。

～茨城空港将来ビジョン～
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け
に
な
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。

―
ド
ロ
ー
ン
の
注
意
点
と
事
故

を
起
こ
さ
な
い
た
め
に

や
は
り
、
墜
落
す
る
危
険
性
が

あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
墜
落
リ

ス
ク
を
下
げ
る
た
め
に
大
事
な
こ

と
は
２
つ
あ
り
ま
す
。
ま
ず
、「
知

識
を
更
新
」し
続
け
る
こ
と
で
す
。

航
空
法
な
ど
を
熟
知
し
、
常
に
最

新
の
情
報
を
学
ぶ
必
要
が
あ
り
ま

す
。
も
う
１
つ
は「
技
能
の
保
持
」

で
す
。
現
在
は
資
格
を
取
得
す
る

こ
と
で
簡
単
に
運
用
す
る
こ
と
が

可
能
で
す
。
た
だ
、
習
得
し
た
な

ら
技
能
を
維
持
、
訓
練
を
続
け
て

ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
訓
練

を
続
け
る
こ
と
で
、
反
射
で
事
故

を
防
ぐ
こ
と
が
可
能
に
な
る
と
考

え
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
出
来

る
こ
と
な
ら
、
毎
日
ド
ロ
ー
ン
を

触
り
飛
ば
す
こ
と
で
、
事
故
の
リ

ス
ク
を
限
り
な
く
０
に
近
づ
け
る

こ
と
が
出
来
ま
す
。

す
。
特
に
工
事
現
場
の
３
Ｄ
マ
ッ

ピ
ン
グ
な
ど
の
大
規
模
な
測
量
を

行
う
場
合
、
人
で
行
う
と
１
〜
２

週
間
は
か
か
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

ド
ロ
ー
ン
を
活
用
す
る
こ
と
で
、

１
〜
２
時
間
で
の
測
量
が
可
能
と

な
り
ま
す
。
人
が
測
量
す
る
よ
り

も
細
か
く
正
確
な
た
め
、
規
模
に

関
わ
ら
ず
、
ド
ロ
ー
ン
を
活
用
す

る
こ
と
で
業
務
の
効
率
化
を
図
れ

ま
す
。

さ
ら
に
、
農
業
分
野
に
お
い
て

も
ド
ロ
ー
ン
の
活
用
が
期
待
さ
れ

て
い
ま
す
。
空
中
か
ら
ド
ロ
ー
ン

を
飛
ば
し
、
農
薬
を
散
布
、
散
布

し
た
デ
ー
タ
か
ら
、
エ
リ
ア
ご
と

の
発
育
状
況
が
分
か
り
ま
す
。
発

育
状
況
が
悪
い
エ
リ
ア
に
も
う
一

度
農
薬
を
散
布
す
る
こ
と
で
、
エ

リ
ア
ご
と
で
の
隔
た
り
が
な
く
農

作
物
を
育
て
る
こ
と
が
出
来
ま

す
。
最
近
、
農
業
従
事
者
の
平
均

年
齢
が
70
歳
を
超
え
た
と
聞
い
て

お
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
方
の
助

が
、
人
が
作
業
で
き
る
量
に
は
限

界
が
あ
り
ま
す
。

ド
ロ
ー
ン
を

活
用
す
る
こ
と
で
、
１
時
間
程
度

で
橋
梁
の
点
検
を
行
う
こ
と
が
可

能
に
な
り
ま
す
。
撮
っ
た
デ
ー
タ

を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
で
解
析
し
、

剥
離
状
況
や
ネ
ジ
の
さ
び
な
ど
を

確
認
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
強

度
や
空
洞
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
方
法

に
は
、
ド
ロ
ー
ン
に
赤
外
線
カ
メ

ラ
を
装
着
し
て
撮
影
す
る
方
法
が

あ
り
ま
す
。
赤
外
線
カ
メ
ラ
を
使

う
こ
と
で
、剥
離
状
況
な
ど
の「
見

え
る
化
」
が
行
え
ま
す
。
仕
組
み

と
し
て
は
、
基
礎
の
部
分
か
ら
壁

面
が
剥
が
れ
て
く
る
と
空
気
層
が

生
ま
れ
て
い
き
ま
す
。
そ
の
空
気

層
の
温
度
変
化
を
赤
外
線
に
よ
っ

て
捉
え
る
こ
と
で
、
空
洞
の
特
定

が
可
能
に
な
り
、
橋
梁
の
強
度
の

部
分
ま
で
確
認
が
可
能
と
な
り
ま

す
。そ

の
ほ
か
、
測
量
に
つ
い
て
も

ド
ロ
ー
ン
の
活
用
が
見
込
め
ま

特
化
し
た
ド
ロ
ー
ン
の
飛
ば
し
方

を
学
び
、
経
験
を
積
ん
で
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
ど
の
ド

ロ
ー
ン
に
お
い
て
も
「
墜
落
」
と

い
う
共
通
の
事
故
が
あ
り
ま
す
。

協
議
会
員
に
教
え
て
い
る
の
は
、

墜
落
事
故
の
原
因
共
有
を
行
っ
て

ほ
し
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
ド

ロ
ー
ン
を
操
縦
す
る
者
み
ん
な

で
、
事
故
を
１
件
で
も
減
ら
す
た

め
に
原
因
の
共
有
や
扱
い
方
を
学

び
、
ド
ロ
ー
ン
を
扱
え
る
人
材
を

一
人
で
も
多
く
増
や
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

―
ド
ロ
ー
ン
へ
の
期
待
な
ど

性
能
が
担
保
さ
れ
つ
つ
も
民
間

で
売
買
が
で
き
る
よ
う
な
国
産
機

の
開
発
が
進
め
ば
う
れ
し
い
で

す
。
ま
た
、
世
間
の
ド
ロ
ー
ン
に

対
し
て
の
知
識
が
ま
だ
ま
だ
足
り

な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
現
状
は

規
制
も
強
く
、
十
分
に
飛
ば
せ
な

い
よ
う
な
環
境
に
あ
り
ま
す
。
ド

ロ
ー
ン
に
対
す
る
理
解
を
広
が
る

こ
と
に
よ
る
法
整
備（
規
制
緩
和
）

に
つ
い
て
も
期
待
し
て
い
ま
す
。

―
建
設
業
界
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

建
設
業
の
皆
さ
ま
に
お
い
て

も
、
ド
ロ
ー
ン
と
い
う
も
の
を
理

解
・
勉
強
し
て
い
た
だ
い
て
、
工

事
な
ど
に
活
用
し
て
い
た
だ
け
れ

ば
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。
未
知
の

世
界
に
飛
び
込
む
こ
と
は
、
勇
気

の
い
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
が
、

私
た
ち
も
ド
ロ
ー
ン
操
縦
者
と
し

て
の
質
を
維
持
し
、
ド
ロ
ー
ン
人

材
に
な
り
た
い
と
い
う
方
が
い
れ

ば
、
全
力
で
サ
ポ
ー
ト
さ
せ
て
い

た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

議
会
の
信
頼
度
を
高
め
て
、
発
注

自
治
体
の
仕
事
を
発
注
自
治
体
で

仕
事
を
し
て
い
る
協
議
会
員
に
回

し
、
会
員
を
協
議
会
が
全
力
で
サ

ポ
ー
ト
す
る
体
制
を
整
え
て
い
き

ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
協
議
会

員
の
技
能
の
保
持
、
質
の
底
上
げ

に
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。―

ド
ロ
ー
ン
人
材
に
な
る
に
は

陸
海
空
さ
ま
ざ
ま
な
仕
事
が
あ

る
中
で
、
全
て
の
仕
事
を
網
羅
す

る
こ
と
は
不
可
能
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
。そ
の
た
め
、身
の
丈
に
合
っ

た
ド
ロ
ー
ン
の
飛
ば
し
方
を
行
う

べ
き
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
例
え

ば
橋
梁
点
検
な
ら
、
橋
梁
点
検
に

―
茨
城
県
ド
ロ
ー
ン
ビ
ジ
ネ
ス

協
議
会
の
設
立
理
由
・
経
緯

県
内
の
ド
ロ
ー
ン
事
業
者
の
産

業
振
興
に
寄
与
し
て
ほ
し
い
と

い
っ
た
思
い
か
ら
本
協
議
会
が
設

立
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
は
民
間
主

体
で
あ
り
つ
つ
も
、
協
議
会
が
安

定
す
る
ま
で
県
と
協
力
し
な
が
ら

進
め
て
い
ま
す
。
た
だ
、
県
内
に

ど
れ
だ
け
ド
ロ
ー
ン
を
扱
う
事
業

者
が
い
る
の
が
把
握
し
き
れ
て
な

い
現
状
に
あ
り
ま
す
。
県
内
事
業

者
を
把
握
し
「
県
内
の
仕
事
は
県

内
業
者
に
」
を
目
標
と
し
て
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
県
に
な
い
技
術

は
他
県
か
ら
勉
強
し
な
が
ら
、
業

界
発
展
に
貢
献
で
き
れ
ば
と
思
っ

な
代
替
労
働
力
に
な
り
ま
す
。
ま

た
、
作
業
場
が
高
所
で
あ
る
場
合

は
、
墜
落
な
ど
の
労
働
災
害
と

い
っ
た
危
険
性
が
あ
り
ま
す
が
、

ド
ロ
ー
ン
を
活
用
す
る
こ
と
で
、

そ
の
よ
う
な
事
故
も
防
ぐ
こ
と
が

出
来
ま
す
。
ま
だ
、
ド
ロ
ー
ン
へ

の
認
知
は
高
ま
っ
て
い
ま
せ
ん

―
ド
ロ
ー
ン
が
果
た
す
こ
と
の

出
来
る
役
割

人
手
不
足
が
進
ん
で
い
ま
す

が
、
今
後
も
さ
ら
な
る
人
手
不
足

や
労
働
者
不
足
が
懸
念
さ
れ
ま

す
。
ド
ロ
ー
ン
（
無
人
航
空
機
）

の
活
用
は
、
人
手
不
足
へ
の
有
効

我
々
建
設
業
界
で
は
、
人
手
不
足
が
課
題
の
１
つ
と
な
っ
て

い
る
。
課
題
解
決
策
の
１
つ
に
ド
ロ
ー
ン
が
あ
る
。
２
０
１
５

年
に
安
倍
政
権
が
「
イ
ン
フ
ラ
整
備
の
不
足
を
補
う
技
術
と
し

て
、
ド
ロ
ー
ン
の
利
活
用
を
推
進
す
る
」
と
宣
言
。
22
年
に
は

ド
ロ
ー
ン
の
免
許
が
国
家
資
格
と
な
り
、
法
整
備
な
ど
も
進
め

ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
ド
ロ
ー
ン
と
は
一
体
何
な
の
か
知
ら

な
い
人
も
多
い
だ
ろ
う
。
そ
こ
で
今
回
は
、
一
等
無
人
航
空
機

操
縦
士
で
、
茨
城
県
ド
ロ
ー
ン
ビ
ジ
ネ
ス
協
議
会
の
会
長
で
も

あ
る
川
口
拓
麻
氏
に
、
ド
ロ
ー
ン
の
活
用
方
法
や
注
意
点
、
24

年
度
設
立
さ
れ
た
協
議
会
に
つ
い
て
お
話
を
伺
っ
た
。

が
、近
い
う
ち
に
、

ド
ロ
ー
ン
が
必
要

に
な
る
時
代
が
来

る
と
思
っ
て
い
ま

す
。―

建
設
業
へ
の

具
体
的
な
活
用
方

法
具
体
的
な
活
用

方
法
と
し
て
ま

ず
、
橋
梁
の
点
検

が
あ
り
ま
す
。
日

本
に
あ
る
約
70
万

の
橋
梁
の
う
ち
、

建
設
後
50
年
を
超

え
た
橋
梁
の
割
合

が
40
％
ほ
ど
あ

り
、
約
10
年
後
に

は
70
％
に
も
な
る

と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
そ
れ
ら
橋
梁

を
現
在
は
、
道
路

整
備
会
社
が
目
視

や
打
音
検
査
に

よ
っ
て
１
本
ず
つ

点
検
し
て
い
ま
す

赤外線カメラでの壁面点検

昨年には協議会が設立

て
い
ま
す
。

―
将
来
の
協
議
会

の
姿現

在
は
、
水
戸
市

と
か
す
み
が
う
ら
市

が
賛
助
会
員
に
入
っ

て
く
れ
て
い
ま
す

が
、
出
来
る
こ
と
な

ら
県
内
44
市
町
村
に

も
賛
助
会
員
に
入
っ

て
い
た
だ
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
規

模
が
大
き
く
な
い
随

意
契
約
ク
ラ
ス
の
仕

事
を
協
議
会
に
回
し

て
い
た
だ
き
、
万
事

屋
の
よ
う
な
役
割
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

本
協
議
会
は
常
に
勉

強
会
を
実
施
し
て
お

り
、
知
識
の
更
新
に

努
め
て
い
ま
す
。
協

知
識
の
更
新
と
技
能
保
持

建設業にもドローンの活用を
川
か わ ぐ ち

口 拓
た く

麻
ま

氏茨城県ドローンビジネス協議会会長

【プロフィール】
1969年11月18日生まれの55歳。ＤＡＣ代表取締役。一等無人航空機操縦士。
2012年につくば市で起きた「竜巻災害」で竜巻の軌跡を調査するドローンを
目撃して以来、独学で検索調査を実施。ドローンの基は、操縦技術の確立と
正しい法規の理解が必要だと理解した。現在では、ドローンビジネススクー
ル茨城を開校し、ドローン人材の育成に貢献している。
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暑中お見舞い申し上げます
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暑中お見舞い申し上げます

茨城労働局

９月まで「STOP！熱中症クールワークキャンペーン」展開中茨　城
労働局
茨城県内の労働災害発生状況（2024年）（確定値）

 業種別

死傷者数
（休業4日以上） 死亡者数 増減

23年
1月～
12月

24年
1月～
12月

23年
1月～
12月

24年
1月～
12月

死傷（％） 死亡（％）

計 3,255 3,221 23 22 －34 （－1.0） －1 （－4.3） 
製造業 877 814 4 4 －63 （－7.2） 0 （0.0）
食料品 300 251 0 0 －49（－16.3） 0 （0.0）
化学 80 119 1 1 39 （48.8） 0 （0.0）
金属製品 136 94 1 0 －42（－30.9） －1（－100.0） 

建設業 292 282 6 5 －10 （－3.4） －1（－16.7） 
土木 79 53 3 2 －26（－32.9） －1（－33.3） 
建築 163 153 3 1 －10 （－6.1） －2（－66.7） 
その他 50 76 0 2 26 （52.0） 2       （ － ）

運輸交通業 436 427 5 4 －9 （－2.1） －1（－20.0） 
道路貨物
運送業 407 392 5 3 －15 （－3.7） －2（－40.0） 

貨物取扱業 56 55 1 0 －1 （－1.8） －1（－100.0） 
陸上貨物
取扱業 50 52 0 0 2 （4.0） 0 （0.0） 

農林業 68 58 3 2 －10（－14.7） －1（－33.3） 
畜産水産業 138 140 0 1 2 （1.4） 1     （ － ）
商業 462 478 1 2 16 （3.5） 1 （100.0） 
小売業 332 351 1 1 19 （5.7） 0 （0.0）

保健衛生業 346 323 0 1 －23 （－6.6） 1     （ － ）
社会福祉
施設 269 251 0 0 －18 （－6.7） 0 （0.0） 

その他 580 644 3 3 64 （11.0） 0 （0.0）

全国の労働災害発生状況（2024年）（確定値：精査中）

 業種別

死傷者数
（休業4日以上） 死亡者数 増減

23年1月
～12月

24年1月
～12月

23年
1月～
12月

24年
1月～
12月

死傷（％） 死亡（％）

計 135,371 135,718 755 746 347 （0.3） －9 （－1.2） 
製造業 27,194 26,676 138 142 －518（－1.9） 4 （2.9） 
食料品 8,363 8,097 21 23 －266（－3.2） 2 （9.5） 
化学 2,118 2,213 14 15 95 （4.5） 1 （7.1） 
金属製品 4,037 3,844 20 18 －193（－4.8） －2（－10.0） 

建設業 14,414 13,849 223 232 －565（－3.9） 9 （4.0） 
土木 3,852 3,490 87 99 －362（－9.4） 12 （13.8） 
建築 7,510 7,285 98 78 －225（－3.0） －20 （－20.4） 
その他 3,052 3,074 38 55 22 （0.7） 17 （44.7） 

交通運輸事業 3,026 3,089 9 9 63 （2.1） 0 （0.0）
陸上貨物運送
事業 16,215 16,292 110 108 77 （0.5） －2 （－1.8） 

港湾運送業 313 345 5 3 32 （10.2） －2（－40.0） 
林業 1,140 1,167 29 31 27 （2.4） 2 （6.9） 
農業・畜産・
水産業 3,269 3,192 27 27 －77（－2.4） 0 （0.0）

商業 21,673 22,039 72 55 366 （1.7） －17 （－23.6） 
小売業 16,174 16,485 43 33 311 （1.9） －10（－23.3） 

保健衛生業 18,786 18,867 12 11 81 （0.4） －1 （－8.3） 
社会福祉
施設 14,049 13,980 10 5 －69（－0.5） －5（－50.0） 

その他 29,341 30,202 130 128 861 （2.9） －2 （－1.5） 

茨城県内の職場における熱中症発生状況（休業４日以上の労働災害：2015年～2024年） 
2015年 2016年 2017年 2018年 2019年 2020年 2021年 2022年 2023年 2024年 計

発生件数 13 10 （1） 11 27 （1） 26 21 （1） 13 （3） 35 （1） 30 （3） 44 （10） 230

年齢別

～19歳 1 2 1 4
20～29歳 2 3 3 2 3 2 1 （1） 8 （1） 4 7 （2） 35
30～39歳 2 3 5 4 5 2 2 2 7 32
40～49歳 1 3 1 4 4 8 4 10 6 （2） 15 （2） 56
50～59歳 6 2 7 8 4 3 （2） 8 7 4 （2） 49
 60歳～ 2 2 （1） 3 7 （1） 7 2 （1） 3 7 10 （1） 11 （4） 54

業種別

製造業 4 4 3 8 7 5 1 3 5 7 47
建設業 5 4 （1） 2 3 4 4 2 （2） 10 （1） 6 4 （4） 44
運送業 2 2 6 4 3 5 8 4 （1） 13 （1） 47
警備業 1 1 2 3 1 3 1 5 17
ゴルフ場 1 1 （1） 3 1 1 3 1 （1） 11
その他 1 1 3 7 5 7 （1） 5 （1） 10 11 （2） 14 （4） 64

性別 男 13 8 （1） 8 24 （1） 20 17 （1） 11 （3） 26 （1） 16 （3） 34 （10） 177
女 2 3 3 6 4 2 9 14 10 53

　暑中お見舞い
申し上げます。
　2025 年も盛夏
の時季を迎えて
おりますが、今

年も大変暑い夏となっており、熱中症の発生が危惧されると
ころです。茨城労働局では、職場における熱中症対策を徹底
するため、「STOP! 熱中症 クールワークキャンペーン」を 5
月から 9月まで展開し、7月を重点取組期間として、事業場へ
の周知・啓発を行っています。
　令和 6年の茨城県内における熱中症による労働災害の発生
状況をみますと、休業 4日以上の死傷者数は 44 人と前年の 30
人から 14 人増加し、過去最多となりました。また、このうち
3人が死亡しており、4年連続で熱中症による死亡災害が発生
するという、大変憂慮すべき事態となっています。
　近年の気候変動の影響により、気温の高い日が増加する中、
全国的にも熱中症による労働災害は増加傾向にあり、令和 6
年の全国における休業 4日以上の死傷者数は 1,257 人と過去最
多、死亡者数については 31 人と 3 年連続で 30 人以上となる
など、その対策が喫緊の課題となっております。
　こうした中、厚生労働省においては、熱中症の重篤化によ
る死亡災害を防止するため、熱中症の恐れがある作業者を早
期に見つけ、その状況に応じ、迅速かつ適切に対処すること
が可能となるよう、労働安全衛生規則を改正（労働安全衛生
規則第 612 条の 2 を新設）し、事業者に「報告体制の整備」
や「手順等の作成」、また「関係作業者への周知」を新たに義
務付け、本年 6月 1日から施行しています。
　対象となるのは、WBGT28 度以上、又は気温 31 度以上の
環境下で、連続 1時間以上又は 1日 4 時間を超えて実施が見
込まれる作業となります。
　具体的な措置の内容としましては、①熱中症の自覚症状を
有する作業者や熱中症が生じた疑いのある作業者を発見した
者が、その旨を報告するための体制をあらかじめ整備してお
くこと、②熱中症の自覚症状を有する作業者や熱中症が生じ
た疑いのある作業者への対応に関し、事業場の緊急連絡網や
緊急搬送先（医療機関）の連絡先、作業離脱や身体冷却等の
必要な措置の内容と手順をあらかじめ作成しておくこと、③
当該体制や手順等について関係作業者へ周知すること、にな
ります。
　報告体制の整備については、作業者から電話等による報告
を受けるだけでなく、積極的に熱中症が生じた疑いのある作
業者を早期に発見する観点から、責任者等による作業場所の
巡視や 2人以上の作業者が互いの健康状態を確認するバディ
制の採用、ウエアラブルデバイスを用いた熱中症のリスク管
理などが推奨されます。
　周知の方法としましては、事業場の見やすい場所への掲示、
メールの送付、文書の配布、朝礼における口頭の伝達などの
方法があり、原則どの方法でもよいこととなっておりますが、
口頭だけでは確実に伝わらない場合や、朝礼に参加しない者

熱中症による発生件数の推移
職場での熱中症による死傷者数は、2024 年は過去最多の 44 人の発生と

なり、業種別では製造業、建設業及び運送業の３つの業種で全体の６割を
占めています。死亡者数は、過去 10 年で 10 人となっており、2021 年以
降は毎年発生しています。　　　　　　　
　特に梅雨明け直後の暑さに慣れるまでの間は、十分に休憩を取りながら
徐々に身体を慣らす熱への暑熱順化とともに、その後も暑さ指数（ＷＢＧ
Ｔ値）に応じて、作業の中断や短縮などにより熱中症を予防しましょう。
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資料出所：労働者死傷病報告。（　）内は死亡者数で内数  

※ 新型コロナウイルス感染症のり患によるものを除く

　佐藤　悦子 局長

改正労働安全衛生規則の順守を
がいる場合なども想定されますので、必要に応じて複数の手
段を組み合わせることもご検討いただきたいと思います。
　また、建設現場のように、同一の作業場所で複数の事業者
が混在して作業を行う場合においては、元方事業者と関係請
負人の事業者のそれぞれに措置義務が生じますが、例えば、
全ての関係請負人が参加する協議組織において協議の上、各
事業者が共同して一つの緊急連絡先を定め、周知することも
可能です。事故が発生した場合の連絡体制などは既に整備さ
れている場合が多いと思いますので、そういったものをベー
スにしていただき、体制整備や手順作成を行っていただけれ
ばと思います。作業手順については、厚生労働省のHPに掲
載されている改正規則のパンフレットにフロー図の例が載っ
ていますので参考としてください。
　なお、今回新設された労働安全衛生規則第 612 条の 2 は、
労働安全衛生法第 22 条に基づく規定であり、違反した場合は
労働安全衛生法第 119 条により罰則（6 月以下の拘禁刑又は
50 万円以下の罰金）が科せられることがあります。労働局と
しましては、まずは改正内容について丁寧に周知を図ってま
いりたいと考えております。
　熱中症による死亡災害は例年 7月と 8月に集中しています。
死亡災害の分析結果をみますと、そのほとんどに、被災者が
重篤化した状態で発見されるなどの「発見の遅れ」や、医療
機関に搬送していない等の「対応の不備」がみられるところ
です。今後もまだまだ暑い日が続きますが、今回の改正規則
を順守していただき、熱中症による死亡災害の発生を防止す
るよう、皆様のご協力をよろしくお願いいたします。
　今年度は第 14 次労働災害防止推進計画の中間年となる 3年
目となります。この第 14 次労働災害防止推進計画において
は、県内の建設業における死亡者数を 2027 年までに 2022 年
と比較して 15％以上減少（10 人以下）とすることを目標とし
ています。昨年の建設業における死亡者数は 5人となってお
り、現状では目標を達成しておりますが、業種別では依然と
して建設業が最多となっています。昨年の建設業における死
亡災害の内訳は、墜落・転落によるものと崩壊・倒壊による
ものがそれぞれ 2人、飛来・落下が 1人となっていますので、
引き続き、建設業における三大災害（墜落・転落災害、建設
機械・クレーン等災害、崩壊・倒壊災害）の防止対策の徹底
をお願いいたします。
　また、昨年の県内における労働災害による死亡者 22 人うち、
6人が外国人労働者となっており、建設業においても 1件発生
しています。厚生労働省のHPでは建設業に従事する外国人
労働者向けの多言語による安全教育の資料を掲載しています
ので、ぜひご活用いただきたいと思います。
　事故のない安全で安心な職場環境の実現は、労働者やその
家族などみんなの願いです。今年も経営トップから現場で働
く一人一人に至るまで、「安全が全ての仕事に優先する」とい
う意識を持ち、関係者が一丸となって日々の安全管理を進め
ていただきますようお願いいたします。ご安全に！

（　）内は死亡者数で内数  
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暑中お見舞い申し上げます

熱
中
症
対
策
は
現
場
に
よ
っ
て
さ
ま

ざ
ま
。
照
り
返
し
が
あ
る
ア
ス
フ
ァ
ル

ト
な
ど
の
舗
装
工
事
が
特
に
大
変
な
の

だ
そ
う
。
弓
山
建
設
工
業
（
東
海
村
）

で
は
、
い
ち
早
く
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成

し
、
従
業
員
へ
の
周
知
・
教
育
を
図
っ

た
。
現
場
で
は
１
時
間
に
１
回
は
休
憩

す
る
決
ま
り
す
る
ほ
か
、
疲
労
感
や
異

変
を
感
じ
る
な
ど
各
自
の
判
断
で
休
憩

　ことしの６月から職場での熱中症対策が義務化された。
灼熱に照らされる屋外の建設現場においては、水分・塩分
の補給や休憩・涼しい場所の確保など、体制や設備の整備
が進む。暑い夏もこれからが本番。現場での熱中症対策と
現場を支える熱中症対策グッズを紹介する。

を
と
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

一
度
熱
中
症
に
な
る
と
以
降
に
な
り

や
す
く
な
る
こ
と
も
。技
術
者
た
ち
は
、

帰
宅
後
の
深
酒
や
寝
不
足
は
熱
中
症
に

大
敵
と
警
鐘
を
鳴
ら
す
。
熱
中
症
対
策

は
日
中
だ
け
で
な
く
、
私
生
活
に
お
い

て
も
注
意
し
た
い
。

川
﨑
悟
社
長
は
「
体
制
や
設
備
を
整

え
る
こ
と
は
大
切
だ
が
、
お
互
い
に
声

を
掛
け
合
え
る
関
係
や
職
場
づ
く
り
は

さ
ら
に
大
切
」
と
強
調
。
人
材
が
不
足

し
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
長
く
働
け
る
環

境
を
整
え
て
い
く
こ
と
も
重
要
で
あ

る
。
プ
ロ
シ
ョ
ッ
プ
に
向
け
て
は
「
快

適
に
作
業
で
き
る
よ
う
に
良
い
商
品
の

情
報
提
供
を
期
待
し
た
い
」
と
さ
ら
な

る
協
力
関
係
を
示
し
た
。

現場の

顔を合わせコミュニケーション
冷たい飲み物

朝のミーティングではお互いに
声を掛け合い体調を確認。

夏はいつものコーヒーから熱中対策水に。
冷え具合が特に重要となる。

空調服・重機エアコン
作業中もさわやか快適に。
無理せず安全作業を。

熱中対策ウォッチ カナリアPlus
　熱中症の「見える化」を図るならコレ！人
気が高く品薄状態となっている。手首に着
用するだけで身体の深部体温の上昇を自動
で検知し、ランプとアラーム音、振動で通
知してくれる。

タ
ニ
タ
黒
球
式
熱
中
症
指
数
計

デ
ジ
タ
ル
熱
中
ア
ラ
ー
ム

評
判
が
高
く
入
手
困
難
な
通
称
「
ク
ロ
ダ

マ
」。
炎
天
下
で
も
正
確
な
Ｗ
Ｂ
Ｇ
Ｔ
値
の

測
定
が
可
能
で
、
熱
中
症
発
症
に
か
か
わ
る

要
因
と
な
る
日
射
や
輻
射
熱
も
測
定
で
き

る
。現
場
に
ひ
と
つ
は
用
意
し
て
お
き
た
い
。

熱中症
対策

空調服・ファン

コードレス冷温
HiKOKI（ハイコーキ）
UL-18DBA

　デザインや種類が豊富で操作性
の良さから、水冷式やペルチェ式か
ら戻ってくる人も多いとか。当初、
出力９Vだったものが、現在では
24V・28Vが主流となり、風量や
使用時間が強化されている。

　冷却最大-18℃でキンキンに冷え
たアイスも楽しめる。また加温は最
大60℃で通年での使用が可能。マ
ルチボルト蓄電池（14・4V/18V）、
AC 電源、車載電源にも対応する。
デザイン性も良く、一般のキャンパー
にも人気が高い。

ご
協
力

砂川産業㈱　スナカワプラス東海店
東海村石神外宿2494-5／☎ 029-270-5222／営業時間 7:00-19:00
（平日）7:00-18:00（土曜日）10:00-18:00（祝・祭日）（※年末年
始・GW・お盆を除く）／2006年にオープン。国道６号拡幅工事に伴い
リニューアル。プロショップとして資材や工具など約３万品目を揃える。

塩
分
補
給
食
品
　水分とともに忘れずに摂りたい
塩分も大容量をご用意。作業中１
時間ごとに摂るのがオススメ。

サンシェード付チェア＆スポットクーラー
　「日陰に勝る熱中症対策なし」と語る担当者イ
チオシの組み合わせ。快適な環境づくりでしっか
りと休憩し、暑さを乗り切りたい。

グッズ 取り組み

砂川産業㈱ 弓山建設工業㈱

商品を売るだけでなく、用途や目的など+αの提案を心掛けて
います。建設業の皆さまの良いパートナーを目指します。

担当者
コメント

熱
中
症
対
策
義
務
化
に
よ
り
、
事
業

者
に
は
手
間
や
コ
ス
ト
な
ど
の
負
担
が

重
く
の
し
か
か
る
。
休
憩
を
取
ら
ざ
る

得
な
い
こ
と
で
、
生
産
性
を
確
保
す
る

こ
と
も
課
題
と
な
る
。
暑
い
夏
を
乗
り

越
え
る
に
は
、
事
業
者
の
努
力
の
み
な

ら
ず
、
発
注
者
や
関
係
者
と
の
協
力
体

制
が
必
要
不
可
欠
と
な
る
。

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
大
切
に

暑
さ
の
見
え
る
化
を

暑さ乗り切る熱中症対策
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暑中お見舞い申し上げます

県内市町村の主要事業 －県北地区－－県央・鹿行地区－

新中央図書館へ45億試算
ひ
た
ち
な
か
市

26～27年度に本体・外構工

水戸DC鳥瞰図

新
物
流
拠
点
水
戸
Ｄ
Ｃ
が
着
工
水
戸
市

水
戸
Ｄ
Ｃ
は
、
同
社
の
東
日

本
に
お
け
る
中
核
物
流
拠
点
と

し
て
、
物
流
量
の
増
加
や
生
産

性
向
上
に
対
応
す
る
も
の
と
し

て
整
備
。
県
内
で
は
、
笠
間
Ｄ

Ｃ
（
17
年
稼
働
）、
茨
城
中
央

Ｓ
Ｃ
（
21
年
稼
働
）
に
次
い
で

３
番
目
の
拠
点
と
な
る
。

５
月
８
日
に
行
わ
れ
た
起
工

式
で
水
戸
市
の
高
橋
市
長
は

「
内
原
駅
周
辺
に
お
い
て
都
市

機
能
の
強
化
、
住
環
境
の
整
備

を
進
め
て
ま
い
り
た
い
」
と
歓

迎
し
た
。

◇

【
城
里
町
】

◆
道
の
駅
か
つ
ら
移
転
整
備

事
業
＝
間
も
な
く
本
体
建
屋
工

事
に
取
り
掛
か
る
。
建
屋
は
Ｓ

造
２
階
建
て
、
建
築
面
積
１
９

０
５
㎡
。
施
設
供
用
は
26
年
春

を
想
定
。
建
屋
完
成
後
は
、
26

年
度
内
に
旧
道
の
駅
の
解
体
工

事
を
実
施
し
、
西
側
（
７
５
０

０
㎡
）
を
対
象
に
、
ふ
れ
あ
い

広
場
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
お
よ

び
駐
車
場
の
整
備
を
進
め
て
い

く
。
時
期
は
、
国
道
１
２
３
号

Ｂ
Ｐ
の
整
備
状
況
と
照
ら
し
合

わ
せ
な
が
ら
判
断
し
て
い
く
。

◇

【
笠
間
市
・
茨
城
町
】

◆
新
広
域
し
尿
処
理
施
設
事

業
＝
「
茨
城
県
央
環
境
衛
生
組

合
」
の
新
施
設
建
設
を
計
画

中
。
25
〜
26
年
度
の
２
カ
年
で

測
量
調
査
、
地
質
調
査
、
Ｐ
Ｆ

Ｉ
等
導
入
可
能
性
を
調
査
。
整

備
基
本
計
画
を
策
定
し
、
27
年

度
よ
り
３
カ
年
で
本
体
工
事
を

行
う
。
30
年
度
供
用
開
始
を
図

る
。

◇

【
行
方
市
】

◆
新
庁
舎
建
設
事
業
＝
な
め

が
た
地
域
医
療
セ
ン
タ
ー
（
井

上
藤
井
98

－

８
）
敷
地
内
を
建

設
地
と
し
て
、
現
在
３
カ
所
に

分
散
し
て
い
る
市
庁
舎
を
集
約

移
転
す
る
も
の
。
新
庁
舎
は
Ｒ

Ｃ
造
、
７
１
０
０
㎡
規
模
を
想

定
。
基
本
設
計
委
託
費
７
０
３

０
万
円
を
充
て
、
Ｃ
Ｍ
業
務
に

係
る
限
度
額
１
億
７
０
２
８
万

円
の
債
務
負
担
行
為
（
25
〜
29

年
度
）
を
設
定
し
た
。

建
設
手
法
に
つ
い
て
は
、
改

修
＋
増
築
ま
た
は
解
体
新
築
の

２
案
で
検
討
を
進
め
る
。
概
算

事
業
費
と
し
て
、
改
修
＋
増
築

の
場
合
41
・
７
億
円
（
建
設
費

39
・
４
億
円
）、
解
体
新
築
で

は
63
・
２
億
円
（
建
設
費
55
・

９
億
円
）
を
見
込
む
。

今
後
は
基
本
計
画
の
改
定
に

合
わ
せ
て
、
Ｃ
Ｍ
業
務
を
委

託
。
下
半
期
に
基
本
設
計
業
務

を
公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式

で
発
注
し
た
い
考
え
。
工
期
に

つ
い
て
は
改
修
＋
増
築
で
24
カ

月
、
解
体
新
築
の
場
合
30
カ
月

と
試
算
し
て
い
る
。

◇

【
潮
来
市
】

◆
潮
来
Ｉ
Ｃ
周
辺
に
お
け
る

地
域
連
携
拠
点
事
業
＝
同
事
業

の
一
環
と
し
て
（
仮
称
）
総
合

運
動
公
園
の
整
備
を
進
め
る
。

あ
り
方
検
討
業
務
を
デ
ロ
イ
ト

ト
ー
マ
ツ
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル

ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
（
千
代
田

区
）
に
委
託
。
26
年
度
の
基
本

計
画
策
定
を
目
指
す
。

24
年
度
に
策
定
し
た
「
地
域

連
携
拠
点
基
本
構
想
」
で
は
、

都
市
公
園
ゾ
ー
ン
の
導
入
機
能

と
し
て
屋
内
運
動
場
、
ア
ー
バ

ン
ス
ポ
ー
ツ
施
設
、
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
、
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
遊

具
広
場
・
多
目
的
広
場
、
飲
食

店
・
売
店
、
防
災
施
設
を
想
定
。

拠
点
に
お
け
る
他
ゾ
ー
ン

（
ス
ポ
ー
ツ
・
に
ぎ
わ
い
ゾ
ー

ン
、
観
光
・
交
流
施
設
ゾ
ー

ン
）
と
の
機
能
連
動
や
、
周
辺

施
設
（
水
郷
潮
来
バ
ス
タ
ー
ミ

ナ
ル
、
道
の
駅
い
た
こ
な
ど
）

と
の
相
互
連
携
も
見
据
え
、
導

入
機
能
や
ゾ
ー
ニ
ン
グ
、
適
正

規
模
、
事
業
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
な

ど
を
検
討
し
て
い
く
。

井
上
藤
井
地
内
7100
㎡
新
庁
舎
行
方
市

水郷潮来
バスターミナル

都市公園
ゾーン
都市公園
ゾーン

スポーツ・賑わい
ゾーン

スポーツ・賑わい
ゾーン

観光・交流施設
ゾーン

観光・交流施設
ゾーン

2025～2026年
開通予定

前川運動公園 道の駅
いたこ

スポーツ・賑わいゾーン
・ANT関連施設
・ サッカーコート
・ フットサルコート
・ Ｐ＆Ｒ機能
・ パブリックビューイング施設  等

・ANT関連施設
・ サッカーコート
・ フットサルコート
・ Ｐ＆Ｒ機能
・ パブリックビューイング施設  等

観光・交流施設ゾーン
・ 複合商業施設
・ 宿泊施設
・ 子育て世代交流施設
・ 多世代交流施設
・ 農業関連施設
・ 医療施設  等

・ 複合商業施設
・ 宿泊施設
・ 子育て世代交流施設
・ 多世代交流施設
・ 農業関連施設
・ 医療施設  等

Ｎ

都市公園ゾーン

交流 健幸 観光 防災

交流 健幸 観光 防災

交流 健幸 観光 防災

・ 屋内運動場
・ アーバンスポーツ施設
・ テニスコート
・ インクルーシブ遊具広場、多目的
　広場
・ 飲食店、売店
・ 防災施設  等

・ 屋内運動場
・ アーバンスポーツ施設
・ テニスコート
・ インクルーシブ遊具広場、多目的
　広場
・ 飲食店、売店
・ 防災施設  等

ゾーニング案と導入機能イメージ

実
施
設
計
を
山
下
設
計
（
中

央
区
）
が
ま
と
め
、
２
０
２
６

〜
27
年
度
に
か
け
て
本
体
・
外

構
工
事
を
実
施
す
る
計
画
。
そ

の
後
に
移
転
な
ど
を
経
て
、
28

年
度
内
の
開
館
を
予
定
す
る
。

平
面
計
画
に
よ
る
ゾ
ー
ニ
ン

グ
・
フ
ロ
ア
構
成
で
は
、
勝
田

駅
側
と
公
園
側
の
両
面
か
ら
利

用
で
き
る
よ
う
、
東
西
そ
れ
ぞ

れ
に
玄
関
を
配
置
。
１
階
は
児

童
書
架
エ
リ
ア
や
飲
食
休
憩
エ

リ
ア
な
ど
に
ぎ
わ
い
の
あ
る
空

間
と
す
る
。
２
階
は
学
習
室
や

読
書
室
な
ど
静
か
な
環
境
が
求

め
ら
れ
る
空
間
を
配
置
し
、
空

間
ご
と
に
ふ
さ
わ
し
い
音
環
境

を
形
成
す
る
。

工
事
費
の
内
訳
と
し
て
、
本

体
工
事
費
が
41
億
７
４
０
０
万

円
（
建
築
、
電
気
・
機
械
設

備
、
家
具
什
器
な
ど
）、
外
構

工
事
費
と
し
て
３
億
５
６
０
０

万
円
（
駐
車
場
、
駐
輪
場
、
広

場
、
園
路
等
）
を
試
算
す
る
。

◇

【
那
珂
市
】

◆
複
合
型
交
流
拠
点
施
設

「
道
の
駅
」
整
備
事
業
＝
基
本

設
計
に
引
き
続
き
、
実
施
設
計

を
エ
イ
プ
ラ
ス
・
デ
ザ
イ
ン

（
水
戸
市
）
が
本
年
度
内
に
ま

と
め
る
。
合
わ
せ
て
、
建
設
予

定
地
（
約
４
・
３
ha
）
の
用
地

取
得
に
向
け
た
土
地
収
用
法
の

事
業
認
可
の
手
続
き
を
進
め
て

お
り
、
順
調
に
進
め
ば
26
年
度

か
ら
造
成
工
事
に
着
手
す
る
。

計
画
で
は
、
27
年
度
に
本
体
工

事
に
着
手
し
、
28
年
秋
ご
ろ
の

供
用
開
始
を
予
定
し
て
い
る
。

屋
内
プ
レ
イ
ル
ー
ム
（
約
４

０
０
㎡
）
と
屋
外
の
晴
天
プ
レ

イ
ス
ペ
ー
ス
（
約
１
０
０
０

㎡
）
に
つ
い
て
は
、
民
間
事
業

者
か
ら
の
提
案
を
募
り
、
設

計
・
仕
様
に
反
映
さ
せ
る
見
通

し
。
遊
具
等
の
調
達
方
法
に
つ

い
て
は
、
建
築
工
事
と
の
一
括

発
注
方
式
を
想
定
す
る
。

施
設
は
第
三
セ
ク
タ
ー
に
よ

る
運
営
を
予
定
し
て
お
り
、
５

月
に
は
設
立
準
備
委
員
会
を
開

催
。
今
後
は
、
名
物
商
品
の
検

討
を
行
う
ほ
か
、
第
三
セ
ク

タ
ー
の
設
立
に
向
け
た
条
件
整

理
や
駅
長
な
ど
の
キ
ー
マ
ン
と

な
る
人
物
の
採
用
に
向
け
た
検

討
を
行
っ
て
い
く
。

◇

【
高
萩
市
】

◆
義
務
教
育
学
校
施
設
整
備

事
業
＝
高
萩
小
学
校
・
東
小
学

校
・
高
萩
中
学
校
を
統
合
し
た

義
務
教
育
学
校
の
整
備
に
つ
い

て
、
当
初
計
画
し
て
い
た
25
〜

27
年
度
の
設
計
・
建
設
お
よ
び

28
年
度
の
開
校
目
標
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
を
見
直
し
た
。
国
の

施
策
や
社
会
情
勢
を
注
視
し
な

が
ら
、
庁
内
・
外
部
で
の
協
議

内
容
を
含
め
て
再
検
討
す
る
。

当
初
計
画
で
は
、
本
年
度
か

ら
事
業
着
手
を
予
定
し
て
い
た

が
、
建
築
資
材
や
労
務
費
の
高

騰
の
影
響
、
ま
た
そ
れ
に
関
連

し
て
公
共
工
事
の
入
札
が
不
調

と
な
る
事
例
が
多
い
こ
と
な
ど

か
ら
、
計
画
の
即
時
実
行
が
難

し
い
と
判
断
し
た
。

施
設
規
模
は
、
校
舎
１
万
４

９
９
㎡
（
前
期
６
２
５
５
㎡
・

後
期
４
２
４
４
㎡
）、
屋
内
運

動
場
２
３
５
３
㎡
（
前
期
１
２

１
５
㎡
・
後
期
１
１
３
８
㎡
）、

グ
ラ
ウ
ン
ド
７
９
４
０
㎡
以
上

を
想
定
。
建
物
を
Ｒ
Ｃ
造
３
階

建
て
と
仮
定
し
た
場
合
の
概
算

工
事
費
に
は
66
億
４
８
４
０
万

円
（
税
込
み
）
を
試
算
し
た
。

◇

【
東
海
村
】

◆
村
松
地
区
活
性
化
推
進
＝

阿
漕
ヶ
浦
周
辺
の
面
整
備
に
向

け
て
、
本
年
度
は
基
本
計
画
を

ま
と
め
、
今
後
の
整
備
方
針
な

ど
を
定
め
る
。
同
地
区
で
は
、

国
道
２
４
５
号
の
４
車
線
化
を

は
じ
め
と
し
た
イ
ン
フ
ラ
整
備

が
進
ん
で
い
る
。

基
本
計
画
の
策
定
に
あ
た
っ

て
は
、
阿
漕
ヶ
浦
周
辺
に
お
け

る
現
況
整
理
・
課
題
分
析
や
住

民
の
意
向
調
査
を
行
い
、
整
備

方
針
を
検
討
し
て
い
く
。
２
０

２
６
年
度
以
降
に
は
、
事
業
化

に
向
け
て
働
き
か
け
て
い
く
。

本
年
度
に
は
先
行
し
て
阿

漕
ヶ
浦
公
園
の
駐
車
場
整
備
を

実
施
す
る
。

【
ひ
た
ち
な
か
市
】

◆
新
中
央
図
書
館
整
備
事
業

＝
基
本
設
計
に
よ
る
施
設
規
模

が
Ｒ
Ｃ
造
（
一
部
Ｓ
造
）
地
上

２
階
建
て
、
延
べ
床
面
積
約
４

５
０
０
㎡
。
約
40
万
冊
を
収
蔵

可
能
と
し
、
座
席
数
約
４
５
０

席
を
設
け
る
。
建
物
内
に
は
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
を
２
基
備
え
、
省

エ
ネ
ル
ギ
ー
基
準
の
Ｚ
Ｅ
Ｂ
Ｒ

ｅ
ａ
ｄ
ｙ
に
も
適
合
さ
せ
る
。

工
事
費
に
は
45
億
３
０
０
０
万

円
を
試
算
す
る
。

統
合
校
整
備
の
計
画
見
直
し
高
萩
市

【
水
戸
市
】

◆
モ
ノ
タ
ロ
ウ
新
物
流
拠
点

整
備
事
業
＝
Ｍ
ｏ
ｎ
ｏ
ｔ
ａ
Ｒ

Ｏ
（
大
阪
府
、
田
村
咲
耶
代
表

執
行
役
社
長
）
は
、
新
物
流
拠

点
「
水
戸
デ
ィ
ス
ト
リ
ビ
ュ
ー

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
（
Ｄ
Ｃ
）」

を
水
戸
市
下
野
町
に
整
備
す

る
。
総
事
業
費
は
５
０
４
億

円
。
規
模
が
地
上
４
階
、
延
べ

床
面
積
約
７
万
４
０
０
０
㎡
。

設
計
・
施
工
を
清
水
建
設
（
中

央
区
）、
物
流
設
備
が
豊
田
自

動
織
機
（
愛
知
県
）、
造
成
工

事
は
日
本
道
路
（
港
区
）
が
担

当
。
２
０
２
８
年
５
月
の
稼
働

を
予
定
し
て
い
る
。

東石川第４公園東石川第４公園公園ひろば公園ひろば
駐車場駐車場

石川運動ひろば駐車場石川運動ひろば駐車場

石川運動ひろば石川運動ひろば

テニスコートテニスコート

新中央図書館新中央図書館

グラウンドグラウンド

勝田駅勝田駅ふぁみりこらぼふぁみりこらぼ
表町通り商店街表町通り商店街

新中央図書館のイメージ

道
の
駅
完
成
予
想
パ
ー
ス
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新
公
会
堂
候
補
地
大
堤
地
内
に
古
河
市

本
事
業
は
概
算
事
業
費
約

１
７
９
億
円
を
想
定
。
内
訳

は
、
建
物
整
備
に
約
１
４
３
億

円
、
設
計
と
外
構
整
備
に
そ
れ

ぞ
れ
約
８
億
円
な
ど
。
施
設
は

大
ホ
ー
ル
、
小
ホ
ー
ル
、
創

造
支
援
部
門
、
供
用
部
門
か
ら

な
る
。
約
１
３
０
０
席
の
ホ
ー

ル
や
防
音
ス
タ
ジ
オ
な
ど
を
備

え
「
だ
れ
も
が
気
軽
に
文
化
芸

術
を
体
感
し
、
表
現
で
き
る
空

間
と
、
次
世
代
へ
の
機
会
の
創

出
」
の
実
現
を
目
指
す
。

◇

【
筑
西
市
】

◆
道
の
駅
「
グ
ラ
ン
テ
ラ
ス

筑
西
」
拡
張
整
備
事
業
＝
拡
張

予
定
地
は
道
の
駅
西
側
約
３
・

１
ha
。
駐
車
場
３
３
０
台
を
整

備
す
る
ほ
か
、
ふ
わ
ふ
わ
パ
ー

ク
、
雲
の
あ
ず
ま
や
、
す
じ
雲

コ
リ
ド
ー
（
１
８
４
ｍ
）
な
ど

を
設
置
す
る
。
25
年
度
は
施
設

整
備
工
事
や
遊
具
設
置
工
事
、

外
周
道
路
整
備
工
事
に
取
り
掛

か
る
。
26
年
度
か
ら
は
森
林
環

境
基
金
を
活
用
し
、
あ
ず
ま
や

な
ど
の
木
造
建
築
工
事
を
進
め

て
い
く
予
定
だ
。
拡
張
整
備
全

体
の
完
成
は
26
年
度
末
を
見
込

む
。現

在
の
敷
地
面
積
は
４
万
７

７
０
９
㎡
で
、
普
通
車
３
１
８

台
、
大
型
車
43
台
の
駐
車
場
を

備
え
る
。
拡
張
に
よ
っ
て
駐
車

台
数
不
足
解
消
と
遊
具
の
充
実

を
図
り
、
に
ぎ
わ
い
を
創
出
す

る
。
拡
張
が
完
了
す
れ
ば
、
県

内
最
大
級
の
道
の
駅
が
誕
生
す

る
。

◇

【
桜
川
市
】

◆
新
庁
舎
建
設
事
業
＝
直
近

で
は
、
新
庁
舎
設
計
変
更
案
を

公
表
。
４
階
建
て
の
新
庁
舎
を

３
階
建
て
＋
塔
屋
階
に
規
模
を

縮
小
、
４
階
に
予
定
し
て
い
た

議
会
エ
リ
ア
を
既
存
東
庁
舎
に

再
整
備
す
る
。
延
べ
床
面
積
は

８
２
７
７
・
30
㎡
か
ら
６
６
８

１
・
24
㎡
に
規
模
を
縮
小
し

た
。
26
年
１
月
に
も
新
庁
舎
の

本
体
工
事
に
着
手
。
28
年
１

月
の
新
庁
舎
開
庁
、
29
年
４
月

の
東
庁
舎
開
庁
を
予
定
し
て
い

る
。今

後
は
、
現
存
す
る
車
庫
を

解
体
し
た
の
ち
、
新
庁
舎
北
側

に
車
庫
（
１
９
４
㎡
）・
倉
庫

（
６
６
６
㎡
）
か
ら
な
る
付
属

棟
の
新
設
工
事
を
実
施
す
る
。

発
注
は
26
年
度
を
想
定
。
ま
た

庁
舎
北
側
部
分
の
第
三
駐
車
場

整
備
を
実
施
。
駐
車
場
舗
装
を

中
心
と
し
た
工
事
を
行
う
ほ

か
、
排
水
流
末
工
事
を
予
定
し

て
い
る
。
発
注
は
28
年
度
を
計

画
中
。

◇

【
坂
東
市
】

◆
地
域
複
合
施
設
建
設
事
業

＝
旧
猿
島
庁
舎
に
地
域
複
合
施

設
を
建
設
す
る
も
の
で
、
敷
地

面
積
は
最
大
約
１
万
８
５
０
０

㎡
を
想
定
。
施
設
の
延
べ
床
面

積
は
、
１
０
０
０
〜
１
５
０
０

㎡
を
見
込
む
。
屋
外
に
は
最
大

８
０
０
０
㎡
の
公
園
・
緑
地
広

場
や
最
大
６
０
０
０
㎡
の
駐
車

場
を
整
備
す
る
。
25
年
度
に
基

本
設
計
や
用
地
取
得
、
敷
地
測

量
、
設
計
業
者
選
定
、
26
年
度

に
実
施
設
計
を
行
い
、
27
年
度

よ
り
本
体
工
事
や
設
備
工
事
、

外
構
工
事
を
実
施
す
る
。

旧
猿
島
庁
舎
は
24
年
度
に
解

体
済
み
。
工
業
団
地
「
フ
ロ
ン

テ
ィ
ア
パ
ー
ク
坂
東
」
の
整
備

も
進
み
、
新
た
な
ヒ
ト
・
モ
ノ

の
流
れ
が
期
待
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
な
る
べ
く
早
期
の
地
域
複

合
施
設
建
設
を
検
討
し
て
い
る
。

◇

【
常
総
市
】

◆
水
海
道
地
区
市
街
地
ま
ち

づ
く
り
事
業
＝
事
業
費
約
13
億

円
を
投
じ
、
水
海
道
地
区
市
街

地
の
賑
わ
い
創
出
を
図
る
。
25

年
度
は
、
市
民
の
広
場
改
修
の

実
施
設
計
、
保
健
セ
ン
タ
ー
整

備
の
基
本
設
計
・
実
施
設
計
、

整
備
に
伴
う
道
路
事
業
測
量
設

計
な
ど
を
実
施
し
て
い
る
。
26

年
度
以
降
の
工
事
を
計
画
中
だ
。

本
事
業
で
は
、
公
共
施
設
の

改
修
や
集
約
整
備
を
官
民
連
携

で
実
施
す
る
。保
健
セ
ン
タ
ー
、

水
海
道
公
民
館
、
水
海
道
児
童

セ
ン
タ
ー
、
観
水
公
園
な
ど
を

整
備
。
ま
た
、
市
民
の
広
場
、

市
民
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ
ー
ル
、

ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク
な
ど
を
改

修
。
老
若
男
女
に
優
し
い
市
街

地
を
形
成
す
る
。

【
古
河
市
】

◆
（
仮
称
）
新
公
会
堂
建
設

事
業
＝
建
設
候
補
地
を
大
堤
地

内
に
選
定
。
今
夏
に
は
基
本
構

想
・
計
画
を
策
定
す
る
。
今
後

は
、
周
辺
の
交
通
状
況
の
調
査

を
行
い
、
周
辺
道
路
の
整
備
や

治
水
対
策
を
検
討
。
ま
た
、
民

間
活
力
の
導
入
を
前
提
と
し

て
、
事
業
者
選
定
準
備
・
募
集

や
管
理
運
営
計
画
の
策
定
を
行

う
。
造
成
や
設
計
、
本
体
工
事

は
28
年
度
か
ら
実
施
。
施
設
供

用
開
始
は
32
年
度
を
計
画
。

今
冬
よ
り
新
庁
舎
本
体
工
事
桜
川
市

改修工事10月公告
児童発達支援センター

つ
く
ば
市

整
備
す
る
。
概
算
工
事
費
を
約

12
億
２
０
０
０
万
円
と
試
算
し

て
い
る
。

整
備
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い

て
は
、
用
地
取
得
手
続
き
が
完

了
次
第
、
速
や
か
に
設
計
に
取

り
掛
か
り
た
い
考
え
。
基
本
・

実
施
設
計
に
先
ん
じ
て
外
構
等

設
計
を
進
め
る
。
２
０
２
６
年

度
に
か
け
て
建
設
工
事
を
行

い
、
27
年
度
の
供
用
開
始
を
目

指
す
。
用
途
廃
止
後
の
石
岡
保

健
セ
ン
タ
ー
に
関
し
て
は
27
年

度
に
解
体
予
定
。

◇

【
牛
久
市
】

◆
庁
舎
あ
り
方
検
討
＝
老
朽

化
し
た
市
役
所
本
庁
舎
に
つ
い

て
、
今
後
の
在
り
方
に
関
す
る

検
討
に
着
手
。
秋
ご
ろ
を
め
ど

に
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施

し
、
結
果
を
踏
ま
え
て
地
区
ご

と
に
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
を

開
催
す
る
方
針
。
市
民
の
意
見

を
踏
ま
え
つ
つ
、
今
後
の
市
庁

舎
の
在
り
方
と
整
備
方
法
を
検

討
し
て
い
く
。

１
９
７
４
年
度
建
築
の
市
役

所
本
庁
舎
（
中
央
３
－
15
－

１
）
は
、
Ｒ
Ｃ
造
５
階
建
て
、

延
べ
床
面
積
５
２
２
６
・
42
㎡

を
有
す
る
。
２
０
２
３
年
度
に

相
澤
建
築
設
計
事
務
所
（
つ
く

ば
市
）
が
実
施
し
た
劣
化
度
調

査
で
は
、
29
年
度
か
ら
２
カ
年

で
長
寿
命
化
改
修
を
行
っ
た
場

合
で
も
、
54
年
度
に
は
改
築
に

取
り
組
む
必
要
が
生
じ
る
と
試

算
し
て
い
る
。◇

【
つ
く
ば
市
】

◆
児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー

＝
春
日
庁
舎
（
春
日
１
－
８
－

３
）
を
改
修
し
、
児
童
発
達
支

援
セ
ン
タ
ー
を
整
備
す
る
。
工

事
費
７
億
７
２
１
１
万
８
０
０

０
円
を
投
入
。
10
月
ご
ろ
工
事

を
公
告
し
、
本
契
約
議
案
を
12

月
議
会
に
諮
る
見
通
し
。
２
０

２
６
年
１
月
着
工
、
27
年
度
の

供
用
開
始
を
目
標
に
、
整
備
を

進
め
る
。

施
設
規
模
は
Ｒ
Ｃ
造
４
階
建

て
、
延
べ
床
面
積
４
０
３
１
・

54
㎡
。
ａ
ｎ
ｄ
Ｈ
Ａ
Ｎ
Ｄ
・
増

山
栄
建
築
設
計
事
務
所
Ｊ
Ｖ
が

基
本
・
実
施
設
計
を
ま
と
め
て

い
る
。
指
導
訓
練
室
や
相
談

室
、
遊
戯
室
、
会
議
室
、
車
い

す
用
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
な
ど
を
備

え
、
障
害
児
支
援
の
提
供
体
制

整
備
を
図
っ
て
い
く
。

◇

【
阿
見
町
】

◆
荒
川
本
郷
地
区
ま
ち
づ
く

り
＝
区
域
約
１
８
７
・
５
ha
を

12
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
割
し
、
公
募

型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
な
ど
に
よ
る

町
有
地
処
分
を
実
施
し
て
い

る
。
Ａ
・
Ｂ
・
Ｄ
ブ
ロ
ッ
ク
に

関
し
て
は
都
市
計
画
道
路
の
沿

線
に
位
置
す
る
こ
と
か
ら
、
県

に
早
期
事
業
化
の
働
き
か
け
を

行
う
と
と
も
に
利
活
用
方
針
の

検
討
を
進
め
て
い
る
。
合
わ
せ

て
地
区
施
設
道
路
（
区
画
道
路

全
31
路
線
）
や
街
区
公
園
・
近

隣
公
園
を
整
備
し
、
生
活
利
便

性
向
上
を
図
っ
て
い
く
。

中
心
エ
リ
ア
（
Ｉ
ブ
ロ
ッ

ク
、
約
16
・
４
ha
）
は
大
日
本

土
木
・
カ
ス
ミ
・
ト
ヨ
タ
ウ
ッ

ド
ユ
ー
ホ
ー
ム
・
大
和
測
量
Ｊ

Ｖ
（
代
表
構
成
員
＝
大
日
本
土

木
）
が
事
業
化
検
討
パ
ー
ト

ナ
ー
と
な
り
、
組
合
施
行
に
よ

る
区
画
整
理
事
業
の
実
施
に
向

け
た
手
続
き
を
進
め
て
い
る
。

今
後
は
10
月
ご
ろ
を
め
ど
に
準

備
組
合
を
設
立
予
定
だ
。

◇

【
利
根
町
】

◆
農
林
業
近
代
化
施
設
解
体

＝
立
木
地
内
の
同
施
設
に
つ
い

て
、
解
体
工
事
に
取
り
掛
か

る
。
若
栁
建
築
事
務
所
（
つ
く

ば
市
）
が
８
月
末
ま
で
に
解
体

設
計
を
ま
と
め
る
。
解
体
工
事

費
に
関
し
て
は
８
０
０
０
万
円

程
度
と
な
る
見
通
し
で
、
早
け

れ
ば
９
月
補
正
予
算
に
予
算
措

置
し
、
工
事
に
係
る
一
般
競
争

入
札
を
10
月
に
も
公
告
。
12
月

議
会
の
議
決
を
経
て
、
２
０
２

６
年
１
月
に
着
工
。
同
年
６
月

の
施
工
完
了
を
見
込
ん
で
い
る
。

建
物
の
構
造
が
Ｓ
造
平
屋
建

て
、
床
面
積
１
１
４
１
・
31

㎡
、
１
９
８
９
年
度
築
。
町
民

か
ら
は
早
期
除
却
を
望
む
声
が

上
が
っ
て
お
り
、
当
初
の
案
か

ら
前
倒
し
し
て
解
体
工
事
を
実

施
す
る
運
び
と
な
っ
た
。

【
石
岡
市
】

◆
総
合
保
健
セ
ン
タ
ー
（
仮

称
）
＝
石
岡
保
健
セ
ン
タ
ー
と

八
郷
保
健
セ
ン
タ
ー
を
統
合
新

設
す
る
。
大
砂
１
０
５
２
８
－

19
外
の
敷
地
面
積
約
８
５
０
０

㎡
を
建
設
地
と
す
る
。
建
築
予

定
面
積
約
３
０
０
０
㎡
。
施
設

は
平
屋
建
て
、
床
面
積
２
４
０

０
㎡
程
度
で
計
画
。
健
診
ホ
ー

ル
、
相
談
室
、
事
務
室
な
ど
を

新
庁
舎
検
討
へ
意
見
収
集
牛
久
市

農
林
業
近
代
化
施
設

牛久市役所

変
更
後
の
新
庁
舎
イ
メ
ー
ジ

新公会堂の予定地

未来産業用地開発事業（大堤地区）
土地利用調整区域
未来産業用地開発事業（大堤地区）
土地利用調整区域

（仮称）新公会堂
建設候補地

（仮称）新公会堂
建設候補地

陸上自衛隊
駐屯地
陸上自衛隊
駐屯地
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